
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横手市主催、秋田県南部男女共同参画センター共催による「横手市男女共同参画フェスティバル」を平成 30

年 2 月 24 日に、横手市交流センターY2 プラザで開催されました。「“一人ひとりが輝き、自分らしく生きら

れるまち”をめざして」をテーマに、男女共同参画について少しでも多くの方に理解を深めてもらう為に毎年

行われています。 

オープニングは、混声合唱団「横手フィオレンテ」の演奏で、5曲が披露されました。ステキな歌声が会場内 

 

 

 

                    

 

 

を包み、皆さんが聴き入っていました。続いては、マジック先生こと

シャイニングユウによる男女共生マジック～みんな笑顔で男女共同

参画～。マジックと共に、かつて教員だった経験から男女共同参画に

ついてお話いただきました。 

また男女共同参画センター職員と市職員の出演による朗読劇を披露

しました。タイトルは『働き方改革で、職場も家庭も二重丸』。イキ

イキ職場宣言の内容や、働き方が変わることによって与える影響につ

いて、難しく捉えがちな“職場内における男女共同参画”を、わかり

やすく伝えることが出来たと思います 

◆◇◆ 平成２９年度 ２月の事業報告 ◇◆◇ 

秋田県南部男女共同参画センター通信★第９６号 

あなたの“いきいき”応援します。 
発行 ２０１８年 ３月 

秋田県南部男女共同参画センター 

（南部ハーモニープラザ） 
〒013-0046 秋田県横手市神明町１－９ 

TEL.0182-33-7018  FAX.0182-33-7038 

http://www.akita-south-jender.org/ 

E-mail  sagec-7002@abelia.ocn.ne.jp 

 

 

横手市男女共同参画フェスティバル 

【きらめき】は、当センター・ホームページでもご覧いただけます。ホームページでしか見るこ
とのできない【きらめき HP 版】もございます。フルカラーで見ることが出来ますので是非ご覧
ください。                  （http://www.akita-south-jender.org/） 
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今月の男女共同参画かるた 

 

平成 30年 2月 9 日（金）10時より東成瀬村「ホテルブラン」において、講師に黒沢せいこさんをお迎えし

「笑いヨガ」講座を開催しました。今回は、「全村女性のつどい」（東成瀬村教育委員会）との共催で行い、婦人

会より 25 名の参加がありました。「笑いヨガ」を体験し、多数の方に「心身共にリラックス出来て楽しかった」

との感想をいただきました。また、男女共同参画についてのアンケートでは、「男女共同参画は必要だと思うが

よくわからない」という方がまだまだ多いという結果から、今後は基礎的な講座も取り入れていきたいと考えて

います。（井上） 

 

 

平成 30 年 2 月 20 日（火）、あきたＡＴ研究会会長の高橋静子さんを講師にお迎えし、大仙市健康福祉会館

を会場に開催され、６０名（うち男性１４名）の参加をいただきました。一般参加の大仙市民と市役所職員を中

心に、自分を大切にしながら相手も大切にするコミュニケーション技術「アサーティブ・コミュニケーション」

を学びました。短所を長所に替えて表現するリフレーミングとアサーティブについて、グループに分かれてロー

ルプレイングにより体験することが出来ました。職場における市民への対応や、家庭での子どもとの関係性につ

いて、とても役立ついい内容だったと、参加者された方々から感想をいただきました。（小松田） 

 

 

団体・グループ等の活動支援のための研修会等 

男女共同参画社会づくり基礎講座 

平成３０年２月２３日秋田県南部男女共同参画センターにおいて、第２回地域連携ネットワーク会議が行われ

ました。あきた F・F 推進員、関係団体代表、県市町村職員の 28名が参加しました。 

今回はあきた F・F 推進員の立身万千子さんをお招きし、「秋田県内における女性議員の現状」として講話い

ただきました。横手市には 2 名しかいない女性議員ですが、 

ご自身が議員を目指したきっかけや、議員になった当時の待遇な 

どについて、お話いただきました。その後は、グループワークを 

行い、立身さんのお話を聞いて、「女性議員はなぜ少ないのか」 

「女性議員を増やす為にはどうすればいいのか」を題材に活発な 

意見交換が行われました。202030 運動にあるように、2020 

年までに、女性議員の数を 30％程度まで引きあげる目標があり 

ますが、なかなか達成は難しい現状です。今回の話し合いが、今 

後、目標達成に向けての参考になれば幸いです。 
 

第 2 回地域連携ネットワーク会議 

   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年 12月 12日（火）、ＪＡ秋田ふるさとの現役職者、産 

休対象者、次世代リーダー候補まで、様々な年代の職員が参加しま 

した。テーマは「女性が働き続けられる職場は、男女がチームワー 

クを発揮できる職場」として、前半は講演会、後半はワークショッ 

プを開催いたしました。講師の林田香織さんは、ＮＰＯ法人ファザ 

ーリングジャパン理事を務めており、講演会では女性の働きづらさ 

を中心に、家庭内における要因・職場内における要因と順に話して 

いただきました。出産によって離職してしまう女性は沢山いますが、家庭内だけの事情だけではなく、仕事そのも

のにやりがいを持てないままでいること。それというのは、入社時に「女性だから」と言って、十分な研修や昇進・ 

昇給の機会を与えられていないからです。その状態が続くことによりモチベーションが低下し、離 

職につながるケースが多く見られています。アンケートの「管理職に就いた（就いたとしたら）時 

の自身の反応は？」との問に自分の能力に自信がないと回答した人が半数近くいました。研修が少 

ないことから成功体験がない、やりがいを感じない、挑戦しようと思えないという悪循環に陥って 

いるのでないかと思います。 

 

 

 

平成 29年 11月 25日（土）に行われた横手市ＰＴＡ連合会との合同企画 

では、子育て世代まっただ中にあるＰＴＡ会員を対象に「女だから、男だか 

らはもう古い？笑顔の家庭を作る 3つの方法」として講演会とパネルディス 

カッションを行いました。講師の粂井優子さん（home to work）からは、 

自身の子育て体験から、お手伝いの重要性や自尊心を育てる方法・習慣化す 

ることによるメリット等、子育てに役立つ話を聞くことが出来ました。子ど 

もを褒めたり励ます際に気をつけたい事として、 

「横の比較ではなく縦の比較をすること」他人や兄弟と比較するのではなく、その子 

が過去に比べてどれだけできるようになったかを大切にするとおしゃっていました。

男性の参加者も多くみられ、質問の最後には「今のままでは、妻に見捨てられるかも!?」 

と不安になったことを思わず漏らしていました。参加者アンケートからは、「考えさせ 

られた」「もっと早く聞きたかった」という意見が多く見られました。 

日本女性会議参画人材のステップアップ事業を振り返って 

井上 博子 

今年度実施された日本女性会議参画人材のステップアップ事業は、「日本女性会議２０１６秋田」に参画した女

性が、地域における男女共同参画の取組をリードし、ロールモデルとなるようステップアップし、女性団体の活

動の活性化や、ネットワーク化の促進を目的とした事業です。当時実行委員として参画した５名のメンバーを中

心に、日本女性会議の首長アンケートで浮彫となった課題解決に向けた企画を立ち上げ、何度も話し合いながら

進めてきました。 

今回共催団体として横手市 PTA 連合会様、JA 秋田ふるさと様との新たなネットワークができたことは、とて

も大きな成果でした。一回目の横手市 PTA 連合会研究集会では、子育て世代の父親母親が、性別役割分担につ

いて共感し合えたことは目覚ましい進歩となりました。二回目の JA 秋田ふるさと女性管理職研修では、仕事・

家庭・子育てなどを抱えながら頑張る女性の活躍を後押しするサポーターとして今後も継続していくことになり

ました。三回目の JA 秋田ふるさと女性大会では、男女という性別にとらわれずに、自分の資質を活かした生き

方について考えることができました。 

私自身２０１５年のプレイベントから３年に亘り事務局として関わってきたこの日本女性会議関連事業もいよ

いよ集大成となり、これらのイベント終えて、実行委員メンバーが当初より課題としていた「地域に根強く残る

精神的風土」を打破する突破口としては効果があったと自負しております。地域の課題解決のためご尽力いただ

いた５名の実行委員の皆様に深く感謝申し上げます。 

 

 

 

   平成 30 年 2 月 2日（金）、JA 横手支店において講演を行いました。テー 

マは『男女の役割にこだわらず生きてみたら』コーディネーターに坂本佐穂 

さん（実行委員）、パネリストに仙北市で消防団に加入している西宮三春さん、 

埼玉から東成瀬村に夫婦で移住してきた杉山彰さんをお招きし、お話を伺い 

ました。西宮さんは男性主体である消防団に加入し苦労した点や消防団に加 

入したからと言って男性と同じことをしようとしたのではなく、女性ならではの視点から救助活動に参加したこ

と。杉山さんは移住して苦労した雪・言葉の問題、また生活を重ねるにつれ、力仕事は奥様が、料理などはご自

分が担っていることをお話いただきました。お二人の絶妙な掛け合いから、会場内は終始、笑いに包まれていま

した。杉山さんのお話しから、夫婦はお互いを補うように自分が不得手なことを奥様がやるようになり、奥様が

不得手なことは自分がやりバランスがとれていくとのこと。テーマである男女の役割にこだわらず、夫婦で協力

し合うことの大切さが、結果的に男女共同参画につながっていくことを教えていただきました。 

 

 

 

 

 

日本女性会議ステップアップ事業 事業報告 

第 2 回センター利用者懇談会 

平成 30年 1月 24 日、南部男女共同参画セ

ンターにて第 2 回センター利用者懇談会が行

われ、１５団体 22 名に参加いただきました。

当日は、生憎の大雪だったにも関わらず、沢山

の方にご参加いただき本当にありがとうござ

いました。団体活動紹介では、短い時間でした

が「秋田ＥＭフレンド」「わくわく科学工房」

の代表者のかたから団体の発足の経緯や活動

内容を発表していただきました。 

その後のグループワークでは、【活動のつな

がりを考えよう】をテーマに活発な意見交換が

行われました。各団体が行っている活動内容か

ら自分たちが出来ること、これから団体として

やってみたいことを発表し合いました。改めて

知る他団体の活動内容が自分たちの団体とど

う関わっていけるのか、個々の団体では実現が

難しかったことも、他団体と結びつくことで可

能性が広がりました。今後も色々な形で交流が

深まっていくことと思います。 

 

 

 

 


